
宇治市乳幼児教育・保育協働研修

「研究ってなに？」「どうやって進めるの？」研究園や参加者の実践から

子どもの姿を中心に据えた対話と振り返りを通して、明日の実践へと往還的に

学び合いましょう。

令和8年度　実践研究園公開保育　実施要項(就学前施設用)

会場・アクセス

実践研究園

みんなのき三室戸こども園

主　催

交通 京阪「三室戸駅」下車 徒歩5分

JR「宇治駅」下車 徒歩15分

幼保連携型認定こども園

みんなのき三室戸こども園

みんなで創ろう!『こどもまんなか』研修みんなで創ろう!『こどもまんなか』研修みんなで創ろう!『こどもまんなか』研修

会場

住所 宇治市莵道荒槇37

 ☎　0774-20-8990

　　研究・研修担当

参加費

無　料

申込みフォームはこちら→

※６月17日(水)締切

　申込みはお一人ずつ  

 

お願いします。

お問い合わせ先:

 宇治市乳幼児教育・保育支援センター

▶詳細は裏面へ

【研究テーマ】

第1回令和8年17月11日(水 )  9 : 3 0〜12 : 00

第2回令和8年12月11日(火 )  9 : 3 0〜15 : 30

第3回令和9年11月29日(金 )  9 : 3 0〜15 : 30

　　　　

第2回・第3回 講師

京都教育大学 教育学部 幼児教育科

准教授  佐川 早季子
先生

【　往還型研修　全3回シリーズ　】

『インクルーシブ保育の探求とみんなのきの保育実践』

日  程

第１回 講師

みんなのき三室戸こども園

園長 杉本　一久
先生

※

9:15　受付開始

9:30　オリエンテーション

9:45　公開保育

10:45　 

解説

11:50　質疑応答・まとめ

12:00　 

終了

9:15　受付開始

9:30　オリエンテーション

9:45　公開保育

10:45　 

解説1

11:50　質疑応答

12:00　 

休憩

13:30　


グループワーク
15:00　 

解説2・まとめ

15:30　 

終了

第1回

　　　　

第2回・第3回

　　　　
アクセス

マップ

はこちら→

※  園の駐車場は利用す




ることが できません。




公共交通機関をご利用 

 

ください。

※第2回・第3回の13:30〜の会場は

　お茶と宇治のまち交流館　茶づな

　になります。各自移動をお願いします。

アクセス

マップ

はこちら→



・本研修会についての問合せは、宇治市乳幼児教育・保育支援センター(20-8990)

　までお願いします。みんなのき三室戸こども園には、直接連絡しないでください。

・本研修会は、京都府指定の「保育士等キャリアアップ研修」に位置付けております。　

　(分野は「(２)
幼児教育・保育」、時間数は、第1回「２.5時間」第2回・第3回

　「4.5時間」)京都保育人材キャリアパスポートの提出方法等の詳細については、当セ

　ンターのホームページをご覧ください。

　※遅刻や早退、振り返りシートが未提出の場合、受講したと認められませんので

　　ご注意ください。

・研修会時の写真を撮影し、当センターのホームページ・インスタグラム、リーフレッ

　ト等に掲載することがあります。ご都合の悪い方はお申しください。




なお、参加者の写真撮影はご遠慮願います。

・気象警報発表時については、中止といたします。

　最新の情報につきましては、乳幼児教育・保育支援センターの




ホームページでご確認ください。

「令和8年度実践研究園公開保育」

対　象

目　的

持ち物

その他

宇治市内保育所(園)・幼稚園・認定こども園・小学校・療育施設の職員

全３回
みんなのき三室戸こども園

センターホームページは

こちら↓

実践研究園

第1回令和8年
77月 
11日 (水 ) 
 9 : 3 0〜12 : 00 (受付9 : 15〜 )

第2回令和8年
12月 
11日 (火 ) 
 9 : 3 0〜15 : 30 (受付9 : 15〜 )

第3回令和9年
11月 
29日 (金 ) 
 9 : 3 0〜15 : 30 (受付9 : 15〜 )

　　　　

☆　就学前施設からの参加者は、原則3回連続して参加できる

　方が申し込んでください。

　インクルーシブ教育の基盤となる保育のあり方について、実践研究園の

公開保育を通した学び合いと、各園（校）での実践を往還的に⾏うことに

より、今後の教育・保育実践のさらなる充実を図る。


　名札、上靴、外靴を入れる袋

「往還型研修」とは、
研修で学んだ内容を現場で実践し、その実践を
次の研修に持ち寄って⾏う研修スタイルです。
研修と実践の往還を繰り返す中で、教育・保育の
質の向上を目指します。

※


